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－－１１－－  

ⅠⅠ．．組組  織織  概概  要要  
 

名   称 大阪ユニセフ協会 

２０１１年４月１日 日本ユニセフ協会大阪支部を改称 

 

目   的 公益財団法人日本ユニセフ協会と協力協定を結び、 

 大阪府を中心にユニセフ協力事業を実施する 

 

設 立 日 ２００１年(平成１３年)８月１日 

 

代 表 者 会長 出田 善蔵 

 

事 務 所 〒５５６－００１７ 

大阪市浪速区湊町１－４－１ ＯＣＡＴビル２Ｆ 

  火曜日から土曜日（祝日を除く）午前１１時から午後４時 

 

電 話 ０６－６６４５－５１２３   ＦＡＸ  ０６－６６４５－５１２４ 

 

Ｅ-Ｍａｉｌ un@unicef-osaka.jp  ＵＲＬ https://www.unicef-osaka.jp 

 

役   員 顧問 ２人、理事 ４1人、監事 ２人（２０２４年６月末現在） 

 

 会   員 個人会員１００人、団体会員１０社（２０２３年１２月末現在） 

 

ボランティア １３７人（２０２３年１２月末現在） 

 

主な事業活動 

（１）広報活動  ユニセフ大阪通信の発行 

ホームページ、ＳＮＳ 

学校等への学習協力 

セミナー、学習会の開催 

視聴覚教材の貸出し 

写真展の開催 

 

（２）募金活動  チャリティイベントの開催 

協力団体イベントへの参加、協賛 

ハンドインハンド募金 

街頭募金（愛称：アリス募金） 

募金の受付、募金協力への対応 
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           ２０２３年度収支決算書

大阪ユニセフ協会

〔〔収収入入のの部部〕〕 単単位位::　　円円
2023年度決算 摘　要

助成金収入 運営助成金 2,828,000 協力協定第5条に基づく助成金
地域普及助成金 5,943,600 協力協定第6条に基づく助成金
特別事業助成金 0
助成金小計 8,771,600

会費収入 1,284,000
寄付金収入 0
雑収入 13 預金利息他
募金受入金 37,599,202

収入小計 47,654,815
前期繰越金 766,212

収入合計 48,421,027

〔〔支支出出のの部部〕〕
2023年度決算 摘　要

事業費 催事費 641,698 事業計画による催事費用
資料製作費 714,090 大阪通信、年次報告書等製作費
旅費交通費 245,650
通信運搬費 1,020,801 大阪通信郵送代、事務所電話代、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・HP費用ほか

消耗品費 188,729 写真パネル作成費用ほか
ボランティア費 815,440 ボランティア交通費、保険料
アルバイト費 0
光熱水費 135,257 事務所空調費、電気代
建物賃借料 1,300,800 事務所、4階倉庫使用料
OA機器リース料 145,848 PCプリンター兼コピー機,セキュリティ機器ﾘｰｽ料
事務局スタッフ費 1,646,670 事務局スタッフ費用
雑費 36,668 郵便口座募金振込手数料
事業費小計 6,891,651

運営費 会議費 30,427 理事会、総会会場賃料、事務所お茶代
通信運搬費 0
消耗品費 470,459 一般文房具、封筒、コピー用紙、印刷代
図書資料費 57,733 新聞代、参考図書購入費
印刷製本費 0
光熱水費 67,534 事務所空調費、電気代
建物賃借料 650,400 事務所、4階倉庫使用料
OA機器リース料 65,400 PCプリンター兼コピー機,セキュリティ機器ﾘｰｽ料
備品購入費 776,380 パソコン3台及び付属品購入
旅費交通費 343,880 事務局スタッフ交通費
事務局スタッフ費 823,330 事務局スタッフ費用
雑費 5,720 銀行振込手数料ほか
運営費小計 3,291,263

事業費・運営費小計 10,182,914
募金払出金 37,599,202
事業費・運営費・払出金小計 47,782,116
次期繰越金 638,911

支出合計 48,421,027

2024.01.17

  －６－

1  

ⅢⅢ．．２２００２２３３年年度度収収支支決決算算書書  
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顧顧問問  

姫野 勉  外務省特命全権大使（関西担当） 

藤 洋作  関西電力顧問 

（顧問 2名） 

  

会会長長・・理理事事  

出田善蔵     桃山学院大学理事長  

  

副副会会長長・・理理事事  

古野喜政  毎日新聞社社友 

 

専専務務理理事事 

 

 

常常務務理理事事  

髙橋知史  大阪シティ信用金庫理事長 

田中宏和  連合大阪会長 

本荘武宏  大阪ガス取締役会長 

宮島登美子 日本テレマン協会理事 

宮本信之  関西電力執行役常務 

 

理理事事  

秋田拓士  近鉄百貨店代表取締役社長執行役員 

飯田保之  近鉄グループホールディングス 

執行役員 

 伊東徹二  日本ボーイスカウト大阪連盟事務局次長 

上田恵子  国際ゾンタ 26区エリア 3 

  大阪 Iゾンタクラブ会長 

梅原啓志  大阪市経済戦略局都市間交流担当部長 

岡山伸子  ＮＲＢ日本理容美容専門学校理事長 

川上 征  電通客員 

木村 勇  元大阪府立大学観光産業戦略研究所 

  客員研究員 

黒川浩明  大阪アーティスト協会会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

小林充佳          西日本電信電話相談役 

小山冨美子     大阪ユニセフ協会登録ボランティア 

齋藤昌弘  三晃空調取締役会長 

坂井勝恵  大阪いずみ市民生活協同組合理事 

関百合子  堺市教育委員会教育長 

多田勝哉  大阪市教育委員会教育長 

辰巳砂昌弘 大阪公立大学学長 

谷本弥生  大阪府国公立幼稚園・こども園長会会長 

タン ミッシェル   大阪府生活協同組合連合会会長理事 

辻 一郎  毎日放送客員 

西尾章治郎 国立大学法人大阪大学総長 

長谷川一明 西日本旅客鉄道代表取締役社長 

濱﨑 寛  医療法人健正会理事長 

藤野真奈  ガールスカウト大阪府連盟副連盟長 

堀井良殷  関西・大阪 21世紀協会顧問 

三林京子  女優・噺家 

宮坂久美子 日本航空常務執行役員西日本支社長  

宮部義幸  関西経済同友会代表幹事 

もず唱平  大阪国際平和センター特別顧問 

森田正人  ＮＨＫ大阪拠点放送局長代行 

山中和貴   吉本アドミニストレーション  

  代表取締役社長 

弓場美幸  大阪ユニセフ協会登録ボランティア 

吉川秀隆  大阪府国際交流財団理事長 

𠮷𠮷田憲司  国立民族学博物館館長 

和氣邦夫      元ユニセフ東京事務所所長 

（理事 41名） 

 

監監事事  

鯵本智史  税理士 

信岡登紫子 弁護士   

（監事 2名） 

 

ⅣⅣ．．役役員員名名簿簿（（敬敬称称略略、、役役職職別別、、5500音音順順））        2024年 7月末現在 

 

隆
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ⅤⅤ．．規規約約  

大大阪阪ユユニニセセフフ協協会会規規約約  

 
【大阪ユニセフ協会規約（2001年8月施行、2011年4月に全文改正）の第3章第11条を2017年3月に改正】 

 

第第１１章章  総総  則則  

（（名名  称称））  

第第１１条条  本会は、大阪ユニセフ協会という。 

（（事事務務所所））  

第第２２条条  本会は、事務所を大阪府大阪市浪速区湊町１丁目４番１号大阪シティエアターミナルビル２階に置く。 
（（目目  的的）  

第第３３条条  本会は、公益財団法人日本ユニセフ協会（以下「日本ユニセフ協会」という）との協力協定に基づき、

大阪府において日本ユニセフ協会の定款目的の実現に協力することを目的とする。 

（（事事  業業））  

第第４４条条  本会は、前条の目的を達成するために、ボランティアの活動により、次の事業を行う。 
（１）ユニセフのための広報及び啓発事業 
（２）ユニセフへの募金協力事業 
（３）その他日本ユニセフ協会の定款目的の実現に協力する事業 

 

第第２２章章  会会  員員  

（（会会  員員））  

第第５５条条  本会の目的に賛同して入会した個人又は団体を会員とする。 

（（入入  会会））  

第第６６条条  会員として入会しようとするものは、入会申込書を会長に提出し、会長の承認を得なければならない。 
２ 会長は会員の申し込みについては、正当な理由がない限り入会を認めるとするが、入会を認めない場合は、

理由を付した書類をもって本人にその旨を通知しなければならない。 
（（会会  費費））  

第第７７条条  会員は、別に定める会費を納入しなければならない。 
２ 会費は、本会の運営費に充当するものとする。 

（（資資格格喪喪失失））  

第第８８条条  会員は、次の事由によってその資格を喪失する。 
（１）退会をしたとき 
（２）死亡又は団体が解散したとき 
（３）会費を１年以上滞納したとき 
（４）除名されたとき 
（（退退会会及及びび除除名名））  

第第９９条条  会員は、別に定める退会届を会長に提出して、いつでも退会することができる。 
２ 会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、総会の議決により、除名することができる。 
（１）この規約の規定に違反したとき 
（２）本会の秩序を著しく乱したとき 
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第第３３章章  役役員員及及びび事事務務局局  

（（役役  員員）  

第第１１００条条  本会に次の役員を置く。任期は２年とし、再任を妨げない。補欠又は増員により選任された役員の

任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 
（１）理 事    ４０名以上５０名以内 
（２）監 事    ２名以上３名以内 

（（選選  任任））  

  第第１１１１条条      理事及び監事は当該理事及び監事候補者を除く理事会において選任し、理事の中から互選で次の 
 役職者を選任する。 
（１）会 長    １名 
（２）副会長    １名 
（３）専務理事   １名 
（４）常務理事   若干名 

 ２ 前項による理事及び監事の選任については、直後の総会により承認を受ける。 
 ３ 前項の総会の承認が得られない場合、当該理事または監事は総会の翌日から理事または監事の地位を失  

 う。ただし、総会の日までに当該理事または監事が行った職務及び参加した理事会決議の効力に影響を及  
 ぼさない。 

（（職職  務務））  

第第１１２２条条  会長は、本会を代表し、会務を総理する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときにはその職務を代行する。 
３ 専務理事は、理事会の議決に基づき本会の常務を処理する。 
４ 常務理事は、理事会の議決に基づき必要に応じて本会の常務を処理する。 
５ 理事は、理事会を構成し、本会の業務を議決する。 
６ 監事は、本会の会計及び業務執行状況を監査する。 
（（顧顧  問問））  

第第１１３３条条  本会に理事会の議決により、顧問を委嘱することができる。 
２ 顧問は、会長の諮問に応え、会長に対して意見を述べることができる。 

（（事事務務局局））  

第第１１４４条条  本会の事務を処理するために、事務局を設ける。 
２ 理事会の議決を経て、会長が事務局長を任免する。 
３ 必要に応じてスタッフを置くことができる。 
 

第第４４章章  総総  会会 

（（構構  成成））  

第第１１５５条条  総会は、会員をもって構成する。 

（（招招  集集））  

第第１１６６条条  総会は、定時総会と臨時総会とする。 
２ 定時総会は、毎年１回事業年度終了後３ヵ月以内に会長が招集し、臨時総会は、理事会が必要と認めたと

き、会長が招集する。 
３ 総会の招集は、会日の２週間前までに、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面により、会

員に通知しなければならない。 
（（議議  長長））  

第第１１７７条条  総会の議長は、会長がこれに当たる。 
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（（議議決決事事項項））  

第第１１８８条条  総会は、この規約に規定するもののほか、次の事項を議決する。 
（１）本会の事業計画と予算 
（２）本会の事業報告と決算 
（３）その他本会の業務に関する重要事項で理事会において必要と認める事項  

（（定定足足数数及及びび議議決決））  

第第１１９９条条  総会は、会員の過半数以上の出席がなければ、開会することができない。ただし、総会に出席でき

ない会員は、書面により議決権を行使することができ、出席したものとみなす。 
２ 会員は、各１個の議決権を有する。 
３ 総会の議決は、この規約で別段の定めるもののほか、出席会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

（（改改  廃廃））  

第第２２００条条  総会の議事については、次に掲げる事項を記載した議事録を作成し、これを保存しなければならな

い。 
（１）日時及び場所 
（２）会員の現在数及び出席会員の数（書面による議決者を含む） 
（３）審議事項 
（４）議事の経過の概要及び議決の結果 
（５）議事録署名人の選任に関する事項 
２ 議事録には、総会に出席した会員の中から選任された議事録署名人２名が、議長とともに署名押印しなけ

ればならない。 
 

第第５５章章  理理事事会会  

（（構構  成成）  

第第２２１１条条  理事会は、理事及び監事で構成する。 

（（機機  能能））  

第第２２２２条条  理事会は、この規約で別に定めるもののほか、次に掲げる事項を議決する。 
（１）総会に付議すべき事項 
（２）総会の議決した事項の執行に関する事項 
（３）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 
（（招招  集集）  

第第２２３３条条  理事会は、年２回以上会長が招集する。 
２ 理事会の招集は、会日の２週間前までに、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面により、

理事及び監事に通知しなければならない。 
（（議議  長長）  

第第２２４４条条  理事会の議長は、会長がこれに当たる。 

（（定定足足数数及及びび議議決決）  

第第２２５５条条  理事会は、理事現在数の過半数以上の出席がなければ、開会することができない。ただし、理事会

に出席できない理事は、書面により議決権を行使することができ、出席したものとみなす。 
２ 理事会の議決は出席した理事の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（（議議事事録録）  

第第２２６６条条  理事会の議事については、次に掲げる事項を記載した議事録を作成し、これを保存しなければなら

ない。 
（１）日時及び場所 
（２）理事の現在数及び出席理事の数（書面による議決者を含む） 
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（３）審議事項 
（４）議事の経過の概要及び議決の結果 
（５）議事録署名人の選任に関する事項 
２ 議事録には、理事会に出席した理事の中から選任された議事録署名人２名が、議長とともに署名押印しな

ければならない。 

第第６６章章  財財産産及及びび会会計計  

（（財財  産産）  

第第２２７７条条 本会の財産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 
（１）財産目録に記載された財産 
（２）会費 
（３）寄付金品 
（４）事業に伴う収入 
（５）財産から生じる収入 
（６）その他の収入 

（（財財産産管管理理））  

第第２２８８条条  本会の財産は、会長が管理し、その方法は理事会の議決を経て、会長が別に定める。 
（（事事業業年年度度））  

第第２２９９条条  本会の事業年度は、１月１日から１２月３１日までとする。 

 

第第７７章章  規規約約のの変変更更及及びび解解散散 

（（規規約約のの変変更更）） 

第第３３００条条  この規約は、理事会及び総会において、それぞれ理事現在数及び会員現在数の３分の２以上の議決

を経なければ変更することができない。  

（（解解  散散））  

第第３３１１条条  本会は、理事会及び総会において、それぞれ理事現在数及び会員現在数の３分の２以上の議決を経

て解散することができ、残余財産については日本ユニセフ協会に寄付するものとする。 
 

第第８８章章  補補  則則 

（（補補  則則））  

第第３３２２条条  この規約に定めるもののほか、本会の運営に関して必要事項は、理事会の議決を経て、会長が別に

定める。 
 

附附  則則  

１ この規約は、財団法人日本ユニセフ協会が公益財団法人に移行した２０１１年４月１日から施行する。 
 
２ 第７条の会費は２０１１年４月以降、次の各号に掲げるものとする。 
個人 １口 年額   ３，０００円 
団体 １口 年額 １００，０００円 
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－－１１００－－  

  

ⅥⅥ..  運運  営営  組組  織織  
 

総  会 会員(個人会員、団体会員) 

 

理 事 会 顧問、理事、監事 

 

役付理事 会長、副会長、専務理事、常務理事 

 

事 務 局 事務局長、事務局次長 

 

ﾎﾞﾗﾝﾃィｱ 内部連絡、イベント統括、学習協力、写真展、 

グループ 広報、庶務 

 

会  議 運営委員会、ユニセフ大阪通信編集委員会、ボランティア連絡会 

 

 

ⅦⅦ．．ユユニニセセフフ協協力力協協定定図図  

【日本ユニセフ協会と大阪ユニセフ協会（全国協定地域組織）とは、指揮命令関係に 

あるのではなく、対等な契約当事者としてユニセフ活動を担うものです】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 

・ユニセフ名称の付与 
・資料の利用 
・財政支出 

公益財団法人 
日本ユニセフ協会 

大阪ユニセフ協会ほか 
全国協定地域組織 

・募金の送金 
・一定事項の報告 

当該地域 

・ユニセフのための広報・啓発活動 
・ユニセフへの協力 
・その他、ユニセフの目的を実現す 

るために必要な活動 
 

緊密な協力関係の構築 
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ⅧⅧ．．ボボラランンテティィアア  

（１）名称 

   大阪ユニセフ協会の事務局と事業活動はボランティアによって支えられています。 

   ボランティア登録者を「ユニセフ ボランティア」と呼びます。 

 

（２）登録 

ボランティア志望者は事務局と面談のうえ「ボランティア登録票」を提出して、仮

登録します。ボランティア活動に入ると、本登録としボランティア保険をかけます。 

 

（３）ボランティア活動 

ボランティア活動には、次の種類があります。必要に応じて活動の内容を説明しま

す。月初めに翌月以降の「活動予定表」を送付しますので、お申込みください。 

（Ａ）事務所での活動  事務一般・パソコン処理、広報資料作成・発送、ビデオ等

視聴覚教材の貸出し、イベントの準備など。 

（Ｂ）事務所外での活動 音楽会会場などでの募金・広報活動、学校への学習協力、

写真展、チャリティイベントへの参加など。 

 

（４）交通費の支給 

報酬は支給しません。原則として活動場所への往復交通費実費を支給します。 

多数参加のイベントの場合、参加費として一律 500円を支給します。 

ハンド・イン・ハンド募金活動については無償とします。 

 

（５）ボランティア保険 

活動中および活動場所への往復途上のケガなどの傷害に備えて、ボランティア保険 

をかけます。傷害事故が起きた場合、すみやかに事務局に連絡してください。 

 

（６）ボランティア連絡会 

毎月最終水曜日午後１時からボランティア連絡会を開催します。参加は任意です。 

連絡会の議事内容は「ボランティアだより」でお知らせします。 

 

（７）送付物および行事への参加 

毎月「ボランティアだより」、年 4回「ユニセフ大阪通信」を送付します。 

大阪ユニセフ協会主催の勉強会、講演会、新春交流会へ参加できます。なお、登録前 

後に「ボランティア入門講座」を受講することをお勧めします。 

 

（８）登録の取り消し 

（Ａ）本人の申し出により取り消します。 

（Ｂ）住所等の変更が届け出されず連絡がとれなくなった場合、取り消します。 

（Ｃ）１年間活動がなかった場合、継続の意向を確認した上で取り消します。 
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大大阪阪ユユニニセセフフ協協会会のの所所在在地地図図   

        

 大阪ユニセフ協会   大阪市浪速区湊町１－４－１ OCATビル２F 

電話 ０６－６６４５－５１２３    FAX ０６－６６４５－５１２４ 

 

     

地地下下鉄鉄千千日日前前線線  

ななんんばば駅駅／／西西改改札札 

近近鉄鉄・・阪阪神神ななんんばば線線  
大大阪阪難難波波駅駅／／西西改改札札  地地下下鉄鉄  

四四つつ橋橋線線  
ななんんばば駅駅  
北北改改札札  

南南海海  難難波波駅駅  

地地下下鉄鉄御御堂堂筋筋線線  
ななんんばば駅駅  

北北西西改改札札／／北北南南改改札札  
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